
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

規

則

〇
教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則 

（
人　

事　

課
）　
　

一

〇
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
市
町
村
課
）　
　

一

〇
申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範

囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
情
報
政
策
課
）　
　

二

〇
食
品
衛
生
取
締
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
）　
　

二

訓

令

甲

〇
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
県
政
情
報
・
文
書
課
）　
　

三

〇
食
品
衛
生
法
等
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
）　
　

四

規

則

　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
号

　
　
　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
の
表
教
育
委
員
会
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十 

三　

美
術
品
等
取
得
基
金
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
必
要
な
事
項
を

定
め
る
事
務

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
一
号

　
　
　

 

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城

県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
十
三
の
項
イ
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
中
ト
を
チ
と
し
、
ハ
か
ら

ヘ
ま
で
を
ニ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ　

規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
相
当
手
帳
の
受
理

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
二
号

　
　
　

 
申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

申
請
等
の
受
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
受
理
す
る
申
請
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二

年
宮
城
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
三
の
項
⑴
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、「
申
請
等
」
を
「
申
請
」
に
改
め
る
。
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附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
三
号

　
　
　

 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
七
年

宮
城
県
規
則
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　　

　

第
二
条
第
三
項
中
「
別
表
第
一
の
二
の
項
」
を
「
別
表
第
一
の
二
の
項
１
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
そ
の
」

を
「
又
は
そ
の
」
に
改
め
、「
又
は
奨
励
費
の
支
弁
区
分
の
決
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
の
通
知
」
を
削
り
、
同
項
を
同

条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
一
の
一
の
項
２
」
を
「
別
表
第
一
の
一
の
項
７
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
の
一
の
項
１
」
を

「
別
表
第
一
の
一
の
項
３
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三

条
に
規
定
す
る
」
及
び
「（
以
下
「
補
助
金
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
、
そ
の
」
を
「
又
は
そ
の
」

に
改
め
、「
又
は
補
助
金
の
交
付
若
し
く
は
不
交
付
の
決
定
の
通
知
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の

次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４ 　

条
例
別
表
第
一
の
一
の
項
４
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年

宮
城
県
規
則
第
九
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
特
定
疾
患
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
請
求

の
受
理
、
そ
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対
す
る
応
答
と
す
る
。　　

５　

条
例
別
表
第
一
の
一
の
項
５
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

不
妊
治
療
の
う
ち
体
外
受
精
又
は
顕
微
授
精
に
要
す
る
費
用
の
助
成
の
申
請
の
受
理

　

二　

申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

６ 　

条
例
別
表
第
一
の
一
の
項
６
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
用
交
付

規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
先
天
性
血
液
凝
固
因

子
障
害
等
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
請
求
の
受
理
、
そ
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対

す
る
応
答
と
す
る
。

　

第
二
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

　
　

条
例
別
表
第
一
の
一
の
項
１
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

高
等
学
校
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条

に
規
定
す
る
高
等
学
校
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
退
学
し
、
再
び
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
七
十
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
（
以
下
「
学
校
法
人
」
と
い
う
。）
が
設
置
す
る
県
内
の
高
等
学
校

等
に
入
学
し
た
者
に
対
す
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就
学

支
援
金
に
相
当
す
る
支
援
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理

　

二　

申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

　

三　

収
入
状
況
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答

２　

条
例
別
表
第
一
の
一
の
項
２
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

学
校
法
人
が
設
置
す
る
県
内
の
高
等
学
校
等
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。）
に
在
学
す
る
者
の
奨
学

の
た
め
の
給
付
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理

　

二　

申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

　

第
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９　

条
例
別
表
第
一
の
二
の
項
２
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

高
等
学
校
等
を
退
学
し
、
再
び
県
内
の
公
立
の
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
者
に
対
す
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就
学
支
援
金
に
相
当
す
る
支
援
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理

　

二　

申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

　

三　

収
入
状
況
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答

10　

条
例
別
表
第
一
の
二
の
項
３
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

県
内
の
公
立
の
高
等
学
校
等
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。）
に
在
学
す
る
者
の
奨
学
の
た
め
の
給
付

金
の
支
給
の
申
請
の
受
理

　

二　

申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
　

食
品
衛
生
取
締
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号

　
　
　

食
品
衛
生
取
締
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

食
品
衛
生
取
締
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
三
号
第
一
号
中
「
条
件
を
付
し
て
」
を
「
と
お
り
」
に
、

号外第11号　平成31年３月29日　金曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報



「
２
　
販
売
品
の
仕
入
先

（
教
示
）

　
１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，

こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対

し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，

こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て

の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請

求
の
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と

し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の

取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」
を

「

２
　
販
売
品
の
仕
入
先

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
第
二
号
中
「
条
件
を
付
し
て
」
を
「
と
お
り
」
に
、

「

３
　
登
録
の
有
効
期
間
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

（
教
示
）

　
１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請

求
の
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と

し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」
を

「

３
　
登
録
の
有
効
期
間
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

」
に

改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
四
号

　

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

文
書
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
⑴
中
「
農
親
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
林
水
産
部
」
を

「
農
親
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
政
部

　

水
林
親
第　
　
　

号　
　
　
　

水
産
林
政
部
」
に
改
め
、
同
号
⑵
中
「
障
第　
　
　
　

号　
　
　
　

障
害
福
祉
課
」

を
「
障
第　
　
　
　
　

号　
　
　
　

障
害
福
祉
課

　
　

精
保
第　
　
　
　

号　
　
　
　

精
神
保
健
推
進
室
」
に
、

「
農
総
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
林
水
産
総
務
課

　

農
政
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
林
水
産
政
策
室

　

農
経
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
林
水
産
経
営
支
援
課

」
を

　

食
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

食
産
業
振
興
課

　

農
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
業
振
興
課

　

農
環
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
産
環
境
課

　

園
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

園
芸
振
興
室

　

畜
第　
　
　
　
　

号　
　
　
　

畜
産
課

　

農
村
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
村
振
興
課

　

農
整
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
村
整
備
課

　

農
興
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
地
復
興
推
進
室

　

林
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

林
業
振
興
課

　

森
整
第　
　
　
　

号　
　
　
　

森
林
整
備
課

「
農
総
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
政
総
務
課

　

農
政
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
業
政
策
室

　

食
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

食
産
業
振
興
課

　

農
山
漁
村
第　
　

号　
　
　
　

農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

」
に
、

　

農
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
業
振
興
課

　

み
や
米
第　
　
　

号　
　
　
　

み
や
ぎ
米
推
進
課

　

園
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

園
芸
振
興
室

　

畜
第　
　
　
　
　

号　
　
　
　

畜
産
課

　

農
村
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
村
振
興
課

　

農
整
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
村
整
備
課

　

農
興
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
地
復
興
推
進
室

　

水
林
総
第　
　
　

号　
　
　
　

水
産
林
政
総
務
課

　

水
林
政
第　
　
　

号　
　
　
　

水
産
林
業
政
策
室

「
漁
復
第　
　
　
　

号　
　
　
　

漁
港
復
興
推
進
室
」
を
「
漁
復
第　
　
　
　

号　
　
　
　

漁
港
復
興
推
進
室

」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

林
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
整
第　
　
　
　

号　
　
　
　

森
林
整
備
課

「
下
水
第　
　
　
　

号　
　
　
　

下
水
道
課

　

建
第　
　
　
　
　

号　
　
　
　

建
築
宅
地
課
」
を
「
建
第　
　
　
　
　

号　
　
　
　

建
築
宅
地
課
」
に
、
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「
中
下
第　
　
　
　

号　
　
　
　

宮
城
県
中
南
部
下
水
道
事
務
所

　

東
下
第　
　
　
　

号　
　
　
　

宮
城
県
東
部
下
水
道
事
務
所

　

仙
ダ
総
第　
　
　

号　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
」
を
「
仙
ダ
総
第　
　
　

号　
　
　
　

宮
城
県

仙
台
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
五
号

　

食
品
衛
生
法
等
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

食
品
衛
生
法
等
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

食
品
衛
生
法
等
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「許

可
す
る

」
を
「許

可
し
ま
す

」
に
、「失

う

」
を
「失

い
ま
す

」
に
、「届
け
出
る
こ
と

」
を
「届

け
出
て
く
だ
さ
い

」
に
、「掲

示
す
る
こ
と

」
を
「掲

示
し
て
く
だ
さ
い

」
に
、

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請
求
の

裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙

台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に

お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
知
事
と
な
り
ま
す
。），
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処
分
又
は
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
又
は
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
，
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
三
号
中
「不

許
可
と
す
る

」
を
「不

許
可
と
し
ま
す

」
に
、「施

設
基
準
中

」
を
「施

設
基
準

」
に
、「適

合

し
な
い

」
を
「適

合
し
ま
せ
ん

」
に
、

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請
求
の

裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙

台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に

お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
知
事
と
な
り
ま
す
。），
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処
分
又
は
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
又
は
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
，
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
六
号
中
「解

除
す
る

」
を
「解

除
し
ま
す

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「取

り
消
す

」
を
「取

り
消
し
ま
す

」
に
、

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請
求
の

裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙

台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に

お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
知
事
と
な
り
ま
す
。），
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処
分
又
は
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
又
は
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
，
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。　

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
八
号
中
「禁

止
す
る

」
を
「禁

止
し
ま
す

」
に
、

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

号外第11号　平成31年３月29日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報



　
 起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請
求
の

裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙

台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に

お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
知
事
と
な
り
ま
す
。），
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処
分
又
は
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
又
は
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
，
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
九
号
中
「停

止
す
る

」
を
「停

止
し
ま
す

」
に
、

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請
求
の

裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙

台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に

お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
知
事
と
な
り
ま
す
。），
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処
分
又
は
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
又
は
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
，
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
十
一
号
か
ら
様
式
第
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「命

ず
る

。」
を
「命

じ
ま
す

。」
に
、「命

ず
る
理
由

」
を
「命

じ
る
理
由

」
に
、

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
こ
の
審
査
請
求
の

裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙

台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
を

「１
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
か
月
以
内
に
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処

分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
の
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き
は
，
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
，
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
（
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
を
行
つ
た
場
合
に
は
，
審
査
請
求
の
裁
決
が

あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
）
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に

お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
知
事
と
な
り
ま
す
。），
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
処
分
又
は
裁
決
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
あ
つ
て
も
，
処
分
又
は
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と
き

は
，
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

」
に
改
め

る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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